
石
垣
島
の
自
然

　
石
垣
島
は
南
西
諸
島
最
南
端
に
あ
る
八
重
山
列
島
の
中

心
的
な
島
で
あ
る
。
那
覇
か
ら
約
四
百
㎞
、
東
京
か
ら
約

二
千
㎞
、
台
湾
へ
は
約
二
八
〇
㎞
の
位
置
に
あ
っ
て
、
面

積
二
二
〇
㎢
余
り
の
、
沖
縄
県
で
は
三
番
目
に
大
き
い
島

で
あ
る
。そ
の
面
積
の
約
四
割
は
山
林
原
野
、約
三
割
を
農

地
が
占
め
て
い
る
。
県
下
最
高
峰
の
於
茂
登
岳
（
五
二
六

m
）
を
中
央
に
し
て
、
南
東
方
向
に
丘
陵
地
が
広
が
り
、

湾
岸
と
半
島
、
岬
な
ど
に
よ
っ
て
多
様
な
地
形
･
景
観
を

織
り
な
し
て
い
る
。
河
川
は
於
茂
登
岳
か
ら
西
の
名
蔵
湾

に
至
る
名
蔵
川
や
南
の
宮
良
湾
に
至
る
宮
良
川
な
ど
の
二

級
河
川
が
あ
る
。

　
気
候
は
亜
熱
帯
海
洋
性
気
候
に
属
し
、
年
降
水
量
は

二
、一
〇
六
・
八
㎜
、
年
平
均
気
温
は
二
四
・
三
℃
、
冬
季

も
平
均
し
て
十
八
℃
前
後
で
比
較
的
暖
か
い
が
、
北
東
の

風
が
強
く
肌
寒
さ
を
感
じ
る
。
夏
季
に
は
台
風
の
襲
来
に

よ
る
潮
風
害
が
あ
り
、
台
風
が
少
な
い
と
雨
が
少
な
く
干

ば
つ
に
見
舞
わ
れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

　
平
野
、
山
、
海
、
サ
ン
ゴ
礁
が
織
り
な
す
石
垣
島
の
自

然
は
変
化
に
富
ん
で
い
る
。
特
に
サ
ン
ゴ
礁
の
海
は
世
界

一
美
し
い
と
も
言
わ
れ
、
北
西
部
の
川
平
湾
は
ミ
シ
ュ
ラ

ン
の
グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
で
三
ツ
星
に
評
価
さ
れ
る
石
垣
島

随
一
の
景
勝
地
と
な
っ
て
い
る
。
西
隣
に
は
国
の
重
要
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
た
竹
富
島
や
マ
ン

グ
ロ
ー
ブ
ク
ル
ー
ズ
や
水
牛
車
で
知
ら
れ
る
西
表
島
な
ど

が
あ
る
。

石
垣
島
の
社
会
経
済

　
石
垣
島
は
実
質
的
に
一
島
一
市
の
島
で
あ
る
。
八
重
山

列
島
の
経
済
・
行
政
・
観
光
の
中
核
を
担
い
、
各
離
島
へ

の
ア
ク
セ
ス
の
起
点
と
な
る「
八
重
山
の
玄
関
口
」と
な
っ

て
い
る
。

　
石
垣
市
の
人
口
は
戦
後
開
拓
入
植
な
ど
に
よ
り
増
加
し
、

昭
和
四
十
年
に
四
万
一
千
人
を
越
え
た
。
本
土
復
帰
後
、

出
稼
ぎ
な
ど
に
よ
り
一
時
三
万
五
千
人
程
度
ま
で
落
ち
込

ん
だ
が
、
そ
の
後
増
加
に
転
じ
て
平
成
二
十
八
年
に
は

四
万
九
千
人
を
超
え
、
五
万
人
到
達
が
目
前
に
な
っ
て
い

る
。

　
産
業
は
観
光
に
関
わ
る
宿
泊
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
を
主

体
に
す
る
第
三
次
産
業
が
就
業
者
数
、
生
産
額
と
も
最
も

大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
。
第
一
次
産
業
は
生
産
額
で

五
％
、
就
業
者
数
で
九
％
を
占
め
、
農
業
は
石
垣
島
の
基

幹
産
業
と
な
っ
て
い
る
。

　
市
の
農
地
面
積

は
五
、三
五
〇
ha

で
あ
る
。
普
通
畑

が
大
半
を
占
め
る

が
近
年
は
牧
草
地

が
増
加
し
て
お
り
、

作
付
面
積
は
牧
草

と
サ
ト
ウ
キ
ビ
が

そ
れ
ぞ
れ
四
割
前

後
を
占
め
て
い
る
。

農
業
産
出
額
は
約

九
四
億
円
で
、
そ
の
三
分
の
二
を
占
め
る
畜
産
は
肉
用
牛

が
五
三
億
円
と
最
も
多
い
。
耕
種
で
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
な
ど

の
工
芸
作
物
が
一
五
億
円
、
次
い
で
果
樹
が
約
六
億
円
と

な
っ
て
い
る
。

　
一
年
中
青
い
牧
草
地
か
ら
供
給
さ
れ
る
粗
飼
料
で
育
つ

牛
は
、
二
〇
〇
〇
年
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
を
契
機
と
し
て
人
気

が
上
昇
、「
石
垣
牛
」
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
定
着
し
、

供
給
が
間
に
合
わ
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　
サ
ト
ウ
キ
ビ
は
年
七
～
八
万
t
の
生
産
量
、
十
五
億
円

前
後
の
生
産
額
で
、
基
幹
作
物
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

ま
た
、
パ
イ
ン
ア
ッ
プ
ル
は
質
の
良
い
生
食
用
と
し
て
提

供
さ
れ
る
ほ
か
、
近
年
は
マ
ン
ゴ
な
ど
の
熱
帯
果
樹
の
生

産
が
増
加
し
て
お
り
、
観
光
農
園
も
多
い
。

　
平
成
二
十
五
年
に
開
港
し
た
新
石
垣
空
港
や
計
画
的
な

整
備
が
進
む
石
垣
港
が
、
観
光
客
の
増
加
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
る
の
と
同
様
に
、
石
垣
牛
や
サ
ト
ウ
キ
ビ
、
熱
帯

果
樹
等
の
生
産
振
興
を
支
え
て
い
る
の
が
水
源
・
名
蔵
ダ

ム
を
は
じ
め
と
す
る
農
業
水
利
施
設
で
あ
る
。

名
蔵
川
農
業
水
利
事
業
の
実
施

　

八
重
山
の
農
業
発
展
は
農
業
用
水
の
確
保
か
ら
！

　
戦
後
、
石
垣
島
に
は
沖
縄
本
島
や
宮
古
島
か
ら
の
開
拓

入
植
が
相
次
い
だ
。
昭
和
十
年
代
の
台
湾
か
ら
の
入
植
者

も
あ
っ
て
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
畜
産
物
、
野
菜
類
、
パ
イ
ン

ア
ッ
プ
ル
、
水
稲
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
農
作
物
が
生
産
さ
れ

て
い
た
。
し
か
し
、
灌
漑
排
水
施
設
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

店頭に並ぶトロピカルフルーツ

石
垣
島
へ

　
名
蔵
ダ
ム
は
石
垣
島
の
南
西
部
に
、国
営
・
名
蔵
川
農
業

水
利
事
業
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
農
業
用
の
ダ
ム
で
あ
る
。

　
二
月
上
旬
、
羽
田
空
港
か
ら
約
三
時
間
、
石
垣
空
港
に

降
り
立
っ
た
。
外
は
雨
模
様
、
温
度
計
は
十
五
℃
近
く
を

指
し
、
北
寄
り
の
風
が
強
く
寒
い
。
少
し
意
外
な
気
も
し

た
が
、
こ
の
時
期
の
天
候
と
し
て
は
珍
し
く
な
い
と
の
こ

と
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
市
街
地
、
プ
ロ
野
球
千
葉
ロ
ッ
テ

の
キ
ャ
ン
プ
地
の
側
を
通
っ
て
名
蔵
ダ
ム
に
向
か
っ
た
。

　
今
、こ
の
石
垣
島
が
観
光
客
等
で
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
る
。

こ
の
地
域
へ
の
観
光
客
数
は
年
毎
に
増
加
し
昨
年
は

一
二
〇
万
人
を
突
破
し
、
観
光
消
費
額
は
八
〇
〇
億
円
近

く
に
達
し
た
。
国
内
の
み
な
ら
ず
台
湾
や
中
国
な
ど
海
外

か
ら
も
多
く
、
空
と
海
か
ら
こ

の
島
に
入
っ
て
く
る
。
空
路
は

一
日
三
十
数
往
復
の
国
内
定

期
便
の
ほ
か
、
台
湾
や
香
港
か

ら
の
直
行
便
が
就
航
し
て
い

る
。
ま
た
海
路
は
五
万
～
十
万

ト
ン
級
の
外
航
ク
ル
ー
ズ
船

の
寄
港
が
年
々
増
え
、
昨
年
は

過
去
最
高
の
九
五
回
に
達
し

た
。
こ
れ
ら
内
外
か
ら
の
観
光

客
は
、
こ
の
島
を
ベ
ー
ス
に
し

て
西
表
島
や
竹
富
島
な
ど
も

訪
れ
、
南
国
の
自
然
や
食
物
、

買
物
な
ど
を
満
喫
し
て
い
る
。

石
垣
の 

み
の
り
育
む
名
蔵
ダ
ム
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垣
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南
西
諸
島
最
南
端
に
あ
る
八
重
山
列
島
の
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心
的
な
島
で
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る
。
那
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約
四
百
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、
東
京
か
ら
約

二
千
㎞
、
台
湾
へ
は
約
二
八
〇
㎞
の
位
置
に
あ
っ
て
、
面

積
二
二
〇
㎢
余
り
の
、
沖
縄
県
で
は
三
番
目
に
大
き
い
島

で
あ
る
。そ
の
面
積
の
約
四
割
は
山
林
原
野
、約
三
割
を
農

地
が
占
め
て
い
る
。
県
下
最
高
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の
於
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登
岳
（
五
二
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を
中
央
に
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て
、
南
東
方
向
に
丘
陵
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が
広
が
り
、

湾
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と
半
島
、
岬
な
ど
に
よ
っ
て
多
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な
地
形
･
景
観
を

織
り
な
し
て
い
る
。
河
川
は
於
茂
登
岳
か
ら
西
の
名
蔵
湾

に
至
る
名
蔵
川
や
南
の
宮
良
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に
至
る
宮
良
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な
ど
の
二

級
河
川
が
あ
る
。

　
気
候
は
亜
熱
帯
海
洋
性
気
候
に
属
し
、
年
降
水
量
は

二
、一
〇
六
・
八
㎜
、
年
平
均
気
温
は
二
四
・
三
℃
、
冬
季

も
平
均
し
て
十
八
℃
前
後
で
比
較
的
暖
か
い
が
、
北
東
の

風
が
強
く
肌
寒
さ
を
感
じ
る
。
夏
季
に
は
台
風
の
襲
来
に

よ
る
潮
風
害
が
あ
り
、
台
風
が
少
な
い
と
雨
が
少
な
く
干

ば
つ
に
見
舞
わ
れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
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平
野
、
山
、
海
、
サ
ン
ゴ
礁
が
織
り
な
す
石
垣
島
の
自

然
は
変
化
に
富
ん
で
い
る
。
特
に
サ
ン
ゴ
礁
の
海
は
世
界

一
美
し
い
と
も
言
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れ
、
北
西
部
の
川
平
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ミ
シ
ュ
ラ

ン
の
グ
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ン
ガ
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ド
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三
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星
に
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一
の
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勝
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。
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定
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富
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や
マ
ン

グ
ロ
ー
ブ
ク
ル
ー
ズ
や
水
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で
知
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れ
る
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表
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ど
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あ
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。
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に
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一
市
の
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あ
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・
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政
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中
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担
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各
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ア
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の
起
点
と
な
る「
八
重
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の
玄
関
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の
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は
戦
後
開
拓
入
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に
よ
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増
加
し
、

昭
和
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十
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に
四
万
一
千
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を
越
え
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。
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後
、
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に
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一
時
三
万
五
千
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程
度
ま
で
落
ち
込
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だ
が
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そ
の
後
増
加
に
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じ
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平
成
二
十
八
年
に
は

四
万
九
千
人
を
超
え
、
五
万
人
到
達
が
目
前
に
な
っ
て
い

る
。

　
産
業
は
観
光
に
関
わ
る
宿
泊
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
を
主

体
に
す
る
第
三
次
産
業
が
就
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数
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と
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最
も

大
き
な
割
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を
占
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て
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る
。
第
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次
産
業
は
生
産
額
で

五
％
、
就
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数
で
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％
を
占
め
、
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は
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基

幹
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と
な
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て
い
る
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市
の
農
地
面
積

は
五
、三
五
〇
ha

で
あ
る
。
普
通
畑

が
大
半
を
占
め
る

が
近
年
は
牧
草
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が
増
加
し
て
お
り
、
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は
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と
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ト
ウ
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が

そ
れ
ぞ
れ
四
割
前

後
を
占
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て
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業
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で
、
そ
の
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の
二
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め
る
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用
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が
五
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作
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が
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、
次
い
で
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と
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、
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は
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の
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果
樹
の
生

産
が
増
加
し
て
お
り
、
観
光
農
園
も
多
い
。

　
平
成
二
十
五
年
に
開
港
し
た
新
石
垣
空
港
や
計
画
的
な
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備
が
進
む
石
垣
港
が
、
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光
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加
に
大
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く
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献

し
て
い
る
の
と
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に
、
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垣
牛
や
サ
ト
ウ
キ
ビ
、
熱
帯

果
樹
等
の
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産
振
興
を
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の
が
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源
・
名
蔵
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を
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と
す
る
農
業
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設
で
あ
る
。
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利
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の
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の
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発
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は
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業
用
水
の
確
保
か
ら
！

　
戦
後
、
石
垣
島
に
は
沖
縄
本
島
や
宮
古
島
か
ら
の
開
拓

入
植
が
相
次
い
だ
。
昭
和
十
年
代
の
台
湾
か
ら
の
入
植
者

も
あ
っ
て
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
畜
産
物
、
野
菜
類
、
パ
イ
ン

ア
ッ
プ
ル
、
水
稲
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
農
作
物
が
生
産
さ
れ

て
い
た
。
し
か
し
、
灌
漑
排
水
施
設
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

店頭に並ぶトロピカルフルーツ

石
垣
島
へ

　
名
蔵
ダ
ム
は
石
垣
島
の
南
西
部
に
、国
営
・
名
蔵
川
農
業

水
利
事
業
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
農
業
用
の
ダ
ム
で
あ
る
。

　
二
月
上
旬
、
羽
田
空
港
か
ら
約
三
時
間
、
石
垣
空
港
に

降
り
立
っ
た
。
外
は
雨
模
様
、
温
度
計
は
十
五
℃
近
く
を

指
し
、
北
寄
り
の
風
が
強
く
寒
い
。
少
し
意
外
な
気
も
し

た
が
、
こ
の
時
期
の
天
候
と
し
て
は
珍
し
く
な
い
と
の
こ

と
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
市
街
地
、
プ
ロ
野
球
千
葉
ロ
ッ
テ

の
キ
ャ
ン
プ
地
の
側
を
通
っ
て
名
蔵
ダ
ム
に
向
か
っ
た
。

　
今
、こ
の
石
垣
島
が
観
光
客
等
で
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
る
。

こ
の
地
域
へ
の
観
光
客
数
は
年
毎
に
増
加
し
昨
年
は

一
二
〇
万
人
を
突
破
し
、
観
光
消
費
額
は
八
〇
〇
億
円
近

く
に
達
し
た
。
国
内
の
み
な
ら
ず
台
湾
や
中
国
な
ど
海
外

か
ら
も
多
く
、
空
と
海
か
ら
こ

の
島
に
入
っ
て
く
る
。
空
路
は

一
日
三
十
数
往
復
の
国
内
定

期
便
の
ほ
か
、
台
湾
や
香
港
か

ら
の
直
行
便
が
就
航
し
て
い

る
。
ま
た
海
路
は
五
万
～
十
万

ト
ン
級
の
外
航
ク
ル
ー
ズ
船

の
寄
港
が
年
々
増
え
、
昨
年
は

過
去
最
高
の
九
五
回
に
達
し

た
。
こ
れ
ら
内
外
か
ら
の
観
光

客
は
、
こ
の
島
を
ベ
ー
ス
に
し

て
西
表
島
や
竹
富
島
な
ど
も

訪
れ
、
南
国
の
自
然
や
食
物
、

買
物
な
ど
を
満
喫
し
て
い
る
。

石
垣
の 

み
の
り
育
む
名
蔵
ダ
ム
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さ
れ
現
在
は
他
の
二
つ

の
土
地
改
良
区
と
合
併

し
て
設
立
し
た
石
垣
島

土
地
改
良
区
に
よ
っ
て

管
理
さ
れ
て
い
る
。

　
関
連
事
業
に
よ
り
ほ

場
の
区
画
整
理
や
畑
地

灌
漑
施
設
の
整
備
も
進

み
、
石
垣
市
で
の
整
備

率
は
そ
れ
ぞ
れ
六
七
％
、

七
二
％
ま
で
進
捗
し
て

い
る
。

　
な
お
、
本
地
区
に
隣

接
す
る
国
営
・
宮
良
川

地
区
は
於
茂
登
岳
南
側

の
丘
陵
地
帯
に
広
が
る

農
地
約
三
、五
〇
〇
ha

に
農
業
用
水
を
安
定
供

給
す
る
た
め
に
真
栄
里

ダ
ム
、
底
原
ダ
ム
、
石

垣
ダ
ム
な
ど
の
農
業
用

水
利
施
設
を
建
設
し
、

平
成
四
年
度
に
完
了
し

た
。
ま
た
、
島
の
北
部

に
お
い
て
は
、
昭
和
四
十
七
～
五
十
八
年
度
に
県
営
か
ん

が
い
排
水
事
業
大
浦
川
地
区
（
受
益
面
積
約
二
五
〇
ha
）

が
実
施
さ
れ
、
大
浦
ダ
ム
等
の
農
業
水
利
施
設
が
建
設
さ

れ
た
。

名
蔵
ダ
ム
の
設
計
・
施
工

　
名
蔵
ダ
ム
は
於
茂
登
岳
に
源
を
発
し
て
西

流
す
る
名
蔵
川
の
支
流
ブ
ネ
ラ
川
の
中
流
部

に
位
置
し
て
い
る
。
堤
高
三
八・七
m
、堤
頂

長
四
〇
〇
m
、有
効
貯
水
量
三
、八
二
〇
千
㎥
の

中
心
遮
水
ゾ
ー
ン
型
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
で

あ
る
。

　
有
効
貯
水
量
は
、
ダ
ム
サ
イ
ト
が
渇
水
時

に
河
川
の
自
流
量
が
極
め
て
少
な
い
流
域
に

あ
っ
て
、
ま
た
通
年
灌
漑
の
水
源
と
な
る
た

め
、
二
〇
年
間
に
わ
た
る
経
年
の
水
収
支
計

算
に
よ
り
求
め
ら
れ
た
最
大
必
要
水
量
を
基

に
決
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ダ
ム
型
式
は

近
傍
で
遮
水
性
材
料
等
が
得
ら
れ
る
た
め

ゾ
ー
ン
型
フ
ィ
ル
ダ
ム
が
提
案
さ
れ
、
基
礎

地
盤
の
特
性
か
ら
堤
体
内
に
水
平
ブ
ラ
ン

ケ
ッ
ト
を
有
す
る
中
心
遮
水
ゾ
ー
ン
型
と
さ

れ
た
。
フ
ィ
ル
タ
ー
材
は
島
内
に
所
定
の
品

質
を
満
足
す
る
材
料
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
中
国
福
建
省
か
ら
輸
入
し
て
確

保
さ
れ
た
。

　
堤
体
の
盛
立
に
当
た
っ
て
は
、
合
理
化
施

工
の
た
め
情
報
化
・
機
械
化
施
工
に
取
組
ん

だ
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
降
雨
後

の
処
置
と
し
て
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
原
理
を

堤体標準断面図

　

石
垣
島
農
業
へ
の
期
待

元 

名
蔵
川
土
地
改
良
区
事
務
局
長

　

喜
舎
場

　博
三

　
名
蔵
川
地
区
は
、
名
蔵
川
沿
い
に

広
が
る
低
平
地
と
こ
れ
に
連
な
る
丘

陵
地
帯
で
、
主
と
し
て
さ
と
う
き
び
、

パ
イ
ン
、
水
稲
、
牧
草
が
栽
培
さ
れ

て
い
た
が
、
当
時
は
用
排
水
施
設
は

未
整
備
で
あ
り
干
ば
つ
の
被
害
と
低

平
地
の
湛
水
被
害
が
恒
常
化
し
て
お

り
、
恒
久
的
な
用
排
水
対
策
が
渇
望

さ
れ
て
い
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
昭
和
五
十
七
年
に

国
営
名
蔵
川
地
区
が
着
工
し
た
。
基

幹
施
設
で
あ
る
名
蔵
ダ
ム
の
ほ
か
頭

首
工
等
の
用
排
水
施
設
の
新
設
に
よ

り
用
水
の
安
定
供
給
が
図
ら
れ
る
と

と
も
に
湛
水
被
害
が
解
消
さ
れ
、
後

の
ほ
場
整
備
や
畑
地
か
ん
が
い
整
備

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
特
に
印
象
深
い
思
い
出
は
、
平
成

五
年
の
岩
手
県
は
大
冷
害
の
た
め
種

籾
が
不
足
し
、
寒
さ
に
強
い
新
品
種

の
岩
手
三
四
号
、
三
六
号
の
種
籾
を

石
垣
島
で
緊
急
増
殖
す
る
計
画
が
立

ち
上
が
り
ま
し
た
。
沖
縄
県
農
林
水

産
部
や
石
垣
市
、
地
元
水
稲
農
家
は

協
力
を
引
き
受
け
、
新
年
早
々
か
ら

田
植
え
を
し
た
い
と
言
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
し
か
し
土
地
改
良
区
に
は

水
利
規
定
が
あ
り
、
二
月
上
旬
の
開

栓
で
あ
っ
た
た
め
要
請
と
規
定
の
間

で
悩
み
、
農
業
水
利
事
業
所
や
沖
縄

県
に
解
決
策
を
相
談
し
、
沖
縄
県
知

事
の
助
力
も
得
て
、
一
月
上
旬
か
ら

の
農
水
供
給
が
可
能
と
な
り
代
掻
き
、

田
植
え
が
始
ま
り
、
五
月
上
旬
の
稲

刈
り
後
岩
手
県
に
種
籾
が
送
ら
れ
、

増
殖
事
業
は
成
功
と
な
っ
た
。

　
こ
の
こ
と
が
発
端
と
な
り
、
お
礼

と
し
て
岩
手
県
か
ら
石
垣
島
で
の
栽

培
に
向
い
て
い
る
「
ひ
と
め
ぼ
れ
」

の
種
籾
が
贈
ら
れ
、
石
垣
島
の
、
ひ

い
て
は
沖
縄
県
の
稲
の
品
種
は
大
部

分
が
「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
と
な
っ
た
。

単
に
種
籾
増
殖
事
業
だ
け
の
話
で
は

な
く
、
稲
作
技
術
（
水
管
理
、
施
肥
、

乾
燥
技
術
等
）
を
習
得
で
き
た
こ
と

が
石
垣
の
稲
作
農
家
に
と
っ
て
大
き

な
収
穫
で
あ
っ
た
。

　
石
垣
島
は
国
営
事
業
や
関
連
事
業

に
よ
り
、
天
水
頼
り
の
農
業
か
ら
計

画
的
な
水
有
り
農
業
へ
と
大
き
く
変

わ
り
、
付
加
価
値
の
高
い
果
樹
（
マ

ン
ゴ
ー
等
）、
石
垣
牛
ブ
ラ
ン
ド
や

六
次
産
業
の
確
立
な
ど
、
農
業
用
水

を
利
用
し
た
農
家
の
生
産
意
欲
と
創

意
工
夫
が
実
を
結
び
つ
つ
あ
る
こ
と

に
対
し
、
事
業
に
関
わ
っ
た
者
と
し

て
嬉
し
く
思
う
と
と
も
に
、
亜
熱
帯

の
立
地
条
件
を
生
か
し
た
石
垣
島
農

業
の
更
な
る
発
展
に
期
待
し
ま
す
。

毎
年
の
よ
う
に
干
ば
つ
被
害
を
受
け
、
雨
水
に
頼
っ
た
不

安
定
な
農
業
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。

　
そ
う
し
た
中
、
昭
和
四
十
六
年
の
三
月
か
ら
九
月
に
か

け
て
、
八
重
山
地
方
は
連
続
干
天
日
数
が
一
九
一
日
に
も

及
ぶ
記
録
的
な
干
ば
つ
に
見
舞
わ
れ
、
大
型
台
風
の
襲
来

も
あ
っ
て
、
石
垣
島
の
農
業
は
作
物
が
全
滅
す
る
と
い
う

稀
に
み
る
被
害
を
受
け
た
。同
年
九
月
の
地
元
紙
に
は「
今

日
干
害
対
策
総
決
起
大
会
」、「
枯
キ
ビ
に
火
を
つ
け
る
」

な
ど
と
い
う
見
出
し
が
見
ら
れ
、
被
害
の
甚
大
さ
、
深
刻

さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
こ
の
干
ば
つ
の
最
中
、
農
林
省
農

地
局
の
石
垣
島
農
業
開
発
調
査
団
が
来
島
し
、
宮
良
川
・

名
蔵
川
流
域
灌
漑
計
画
が
ま
と
め
ら
れ
た
。

　
昭
和
四
十
七
年
五
月
の
沖
縄
本
土
復
帰
と
と
も
に
沖
縄

総
合
事
務
局
石
垣
島
農
業
開
発
調
査
事
務
所
が
設
立
さ
れ
、

国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
と
し
て
本
格
的
な
調
査
が
開
始

さ
れ
た
。
そ
し
て
、
事
業
計
画
の
策
定
、
全
体
実
施
設
計

を
経
て
、
昭
和
五
十
年
に
宮
良
川
地
区
が
、
同
五
十
七
年

に
名
蔵
川
地
区
が
着
工
し
た
。

名
蔵
川
地
区
の
計
画
概
要
と
実
施
の
経
緯

　
本
事
業
は
、
名
蔵
川
の
支
流
に
名
蔵
ダ
ム
を
建
設
す
る

と
と
も
に
、
名
蔵
頭
首
工
ほ
か
の
用
排
水
施
設
を
新
設
す

る
こ
と
に
よ
り
農
業
用
水
の
安
定
供
給
を
図
り
、
併
せ
て

県
営
等
の
関
連
事
業
に
よ
り
末
端
の
灌
漑
施
設
と
ほ
場
整

備
を
実
施
し
、
農
地
の
集
団
化
、
灌
漑
農
業
及
び
大
規
模

機
械
化
農
業
の
促
進
、
そ
し
て
農
業
経
営
の
安
定
と
地
域

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
七
五
七
ha

の
農
地
（
水
田
一
一
三
ha
、
普
通
畑
六
一
四
ha
、
果
樹
園

三
〇
ha
）
を
受
益
と
し
て
、
国
営
事
業
は
昭
和
五
十
七
年

か
ら
平
成
十
年
に
か
け
て
、
事
業
費
二
六
〇
億
円
を
投
じ

て
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
主
要
工
事
は
名
蔵
ダ
ム
、
名
蔵
頭

首
工
、
揚
水
機
場
（
二
ヶ
所
）、
用
水
路
（
十
五
㎞
）、
配

水
池
（
二
ヶ
所
）、
排
水
路
（
三
路
線
）
で
あ
る
。

　
国
営
事
業
は
昭
和
五
十
八
年
に
名
蔵
ダ
ム
付
替
道
路

工
事
を
開
始
し
、
平
成
三
年
二
月
に
ダ
ム
本
体
工
事
に
着

手
し
た
。
そ
の
後
、
名
蔵
ダ
ム
は
平
成
四
～
八
年
に
盛
立

て
を
行
い
、
湛
水
試
験
を
経
て
十
一
年
一
月
に
完
成
し

た
。
こ
の
間
、
頭
首
工
ほ
か
の
揚
水
機
場
や
用
排
水
路
な

ど
も
順
次
完
成
し
、
十
一
年
三
月
に
国
営
事
業
が
完
了
し

た
。
そ
し
て
翌
月
に
ダ
ム
と
頭
首
工
は
沖
縄
県
に
管
理
委

託
、
そ
の
他
の
施
設
は
名
蔵
川
土
地
改
良
区
に
管
理
委
託

　

国
営
土
地
改
良
事
業
へ
の
思
い

石
垣
島
土
地
改
良
区
理
事
長

中
山

　義
隆

　
石
垣
島
の
農
業
は
、
さ
と
う
き
び
、
パ
イ
ン
ア
ッ
プ
ル
、
水

稲
等
の
様
々
な
作
物
が
作
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
本
土

復
帰
直
後
ま
で
は
ダ
ム
等
の
施
設
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
干
ば
つ

等
の
影
響
を
受
け
や
す
い
農
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
本
土
復
帰
後
、「
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
」
に
よ
り
整
備

さ
れ
た
、
底
原
ダ
ム
、
名
蔵
ダ
ム
の
農
業
用
水
を
安
定
的
に
利

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
基
幹
作
物
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
、
畜
産
飼
料

の
牧
草
の
増
収
や
品
質
の
向
上
、
営
農
労
力
の
軽
減
、
収
益
性

の
高
い
作
物
の
導
入
等
の
効
果
が
発
現
し
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
石
垣
島
の
北
部
や
西
部
に
は
水
源
が
未
整

備
で
、
未
だ
に
干
ば
つ
等
の
影
響
を
受
け
や
す
い
地
域
が
あ
る

一
方
で
、
空
港
等
の
整
備
に
よ
り
農
地
面
積
が
減
少
し
て
い
る

地
域
も
存
在
す
る
な
ど
、
石
垣
島
全
体
の
水
需
要
に
変
化
が
生

じ
る
と
と
も
に
、
前
歴
事
業
で
整
備
し
た
施
設
も
建
設
か
ら
相

当
の
年
月
が
経
ち
、
老
朽
化
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

新
た
に
「
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
」
を
実
施
し
課
題
解
決
に

取
り
組
ん
で
頂
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
近
年
の
石
垣
島
で
は
、
子
牛
価
格
の
上
昇
、
石
垣
牛
ブ
ラ
ン

ド
の
定
着
、
入
域
観
光
客
の
増
加
に
よ
る
地
元
農
産
物
の
地
産

地
消
の
推
進
、
若
手
担
い
手
農
家
に
よ
る
、
高
収
益
作
物
の
栽

培
等
、
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
石
垣
島
の
農
業
の
振
興
が
図
ら
れ
ま
す
よ
う
、
関

係
機
関
各
位
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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さ
れ
現
在
は
他
の
二
つ

の
土
地
改
良
区
と
合
併

し
て
設
立
し
た
石
垣
島

土
地
改
良
区
に
よ
っ
て

管
理
さ
れ
て
い
る
。

　
関
連
事
業
に
よ
り
ほ

場
の
区
画
整
理
や
畑
地

灌
漑
施
設
の
整
備
も
進

み
、
石
垣
市
で
の
整
備

率
は
そ
れ
ぞ
れ
六
七
％
、

七
二
％
ま
で
進
捗
し
て

い
る
。

　
な
お
、
本
地
区
に
隣

接
す
る
国
営
・
宮
良
川

地
区
は
於
茂
登
岳
南
側

の
丘
陵
地
帯
に
広
が
る

農
地
約
三
、五
〇
〇
ha

に
農
業
用
水
を
安
定
供

給
す
る
た
め
に
真
栄
里

ダ
ム
、
底
原
ダ
ム
、
石

垣
ダ
ム
な
ど
の
農
業
用

水
利
施
設
を
建
設
し
、

平
成
四
年
度
に
完
了
し

た
。
ま
た
、
島
の
北
部

に
お
い
て
は
、
昭
和
四
十
七
～
五
十
八
年
度
に
県
営
か
ん

が
い
排
水
事
業
大
浦
川
地
区
（
受
益
面
積
約
二
五
〇
ha
）

が
実
施
さ
れ
、
大
浦
ダ
ム
等
の
農
業
水
利
施
設
が
建
設
さ

れ
た
。

名
蔵
ダ
ム
の
設
計
・
施
工

　
名
蔵
ダ
ム
は
於
茂
登
岳
に
源
を
発
し
て
西

流
す
る
名
蔵
川
の
支
流
ブ
ネ
ラ
川
の
中
流
部

に
位
置
し
て
い
る
。
堤
高
三
八・七
m
、堤
頂

長
四
〇
〇
m
、有
効
貯
水
量
三
、八
二
〇
千
㎥
の

中
心
遮
水
ゾ
ー
ン
型
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
で

あ
る
。

　
有
効
貯
水
量
は
、
ダ
ム
サ
イ
ト
が
渇
水
時

に
河
川
の
自
流
量
が
極
め
て
少
な
い
流
域
に

あ
っ
て
、
ま
た
通
年
灌
漑
の
水
源
と
な
る
た

め
、
二
〇
年
間
に
わ
た
る
経
年
の
水
収
支
計

算
に
よ
り
求
め
ら
れ
た
最
大
必
要
水
量
を
基

に
決
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ダ
ム
型
式
は

近
傍
で
遮
水
性
材
料
等
が
得
ら
れ
る
た
め

ゾ
ー
ン
型
フ
ィ
ル
ダ
ム
が
提
案
さ
れ
、
基
礎

地
盤
の
特
性
か
ら
堤
体
内
に
水
平
ブ
ラ
ン

ケ
ッ
ト
を
有
す
る
中
心
遮
水
ゾ
ー
ン
型
と
さ

れ
た
。
フ
ィ
ル
タ
ー
材
は
島
内
に
所
定
の
品

質
を
満
足
す
る
材
料
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
中
国
福
建
省
か
ら
輸
入
し
て
確

保
さ
れ
た
。

　
堤
体
の
盛
立
に
当
た
っ
て
は
、
合
理
化
施

工
の
た
め
情
報
化
・
機
械
化
施
工
に
取
組
ん

だ
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
降
雨
後

の
処
置
と
し
て
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
原
理
を

堤体標準断面図

　

石
垣
島
農
業
へ
の
期
待

元 

名
蔵
川
土
地
改
良
区
事
務
局
長

　

喜
舎
場

　博
三

　
名
蔵
川
地
区
は
、
名
蔵
川
沿
い
に

広
が
る
低
平
地
と
こ
れ
に
連
な
る
丘

陵
地
帯
で
、
主
と
し
て
さ
と
う
き
び
、

パ
イ
ン
、
水
稲
、
牧
草
が
栽
培
さ
れ

て
い
た
が
、
当
時
は
用
排
水
施
設
は

未
整
備
で
あ
り
干
ば
つ
の
被
害
と
低

平
地
の
湛
水
被
害
が
恒
常
化
し
て
お

り
、
恒
久
的
な
用
排
水
対
策
が
渇
望

さ
れ
て
い
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
昭
和
五
十
七
年
に

国
営
名
蔵
川
地
区
が
着
工
し
た
。
基

幹
施
設
で
あ
る
名
蔵
ダ
ム
の
ほ
か
頭

首
工
等
の
用
排
水
施
設
の
新
設
に
よ

り
用
水
の
安
定
供
給
が
図
ら
れ
る
と

と
も
に
湛
水
被
害
が
解
消
さ
れ
、
後

の
ほ
場
整
備
や
畑
地
か
ん
が
い
整
備

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
特
に
印
象
深
い
思
い
出
は
、
平
成

五
年
の
岩
手
県
は
大
冷
害
の
た
め
種

籾
が
不
足
し
、
寒
さ
に
強
い
新
品
種

の
岩
手
三
四
号
、
三
六
号
の
種
籾
を

石
垣
島
で
緊
急
増
殖
す
る
計
画
が
立

ち
上
が
り
ま
し
た
。
沖
縄
県
農
林
水

産
部
や
石
垣
市
、
地
元
水
稲
農
家
は

協
力
を
引
き
受
け
、
新
年
早
々
か
ら

田
植
え
を
し
た
い
と
言
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
し
か
し
土
地
改
良
区
に
は

水
利
規
定
が
あ
り
、
二
月
上
旬
の
開

栓
で
あ
っ
た
た
め
要
請
と
規
定
の
間

で
悩
み
、
農
業
水
利
事
業
所
や
沖
縄

県
に
解
決
策
を
相
談
し
、
沖
縄
県
知

事
の
助
力
も
得
て
、
一
月
上
旬
か
ら

の
農
水
供
給
が
可
能
と
な
り
代
掻
き
、

田
植
え
が
始
ま
り
、
五
月
上
旬
の
稲

刈
り
後
岩
手
県
に
種
籾
が
送
ら
れ
、

増
殖
事
業
は
成
功
と
な
っ
た
。

　
こ
の
こ
と
が
発
端
と
な
り
、
お
礼

と
し
て
岩
手
県
か
ら
石
垣
島
で
の
栽

培
に
向
い
て
い
る
「
ひ
と
め
ぼ
れ
」

の
種
籾
が
贈
ら
れ
、
石
垣
島
の
、
ひ

い
て
は
沖
縄
県
の
稲
の
品
種
は
大
部

分
が
「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
と
な
っ
た
。

単
に
種
籾
増
殖
事
業
だ
け
の
話
で
は

な
く
、
稲
作
技
術
（
水
管
理
、
施
肥
、

乾
燥
技
術
等
）
を
習
得
で
き
た
こ
と

が
石
垣
の
稲
作
農
家
に
と
っ
て
大
き

な
収
穫
で
あ
っ
た
。

　
石
垣
島
は
国
営
事
業
や
関
連
事
業

に
よ
り
、
天
水
頼
り
の
農
業
か
ら
計

画
的
な
水
有
り
農
業
へ
と
大
き
く
変

わ
り
、
付
加
価
値
の
高
い
果
樹
（
マ

ン
ゴ
ー
等
）、
石
垣
牛
ブ
ラ
ン
ド
や

六
次
産
業
の
確
立
な
ど
、
農
業
用
水

を
利
用
し
た
農
家
の
生
産
意
欲
と
創

意
工
夫
が
実
を
結
び
つ
つ
あ
る
こ
と

に
対
し
、
事
業
に
関
わ
っ
た
者
と
し

て
嬉
し
く
思
う
と
と
も
に
、
亜
熱
帯

の
立
地
条
件
を
生
か
し
た
石
垣
島
農

業
の
更
な
る
発
展
に
期
待
し
ま
す
。

毎
年
の
よ
う
に
干
ば
つ
被
害
を
受
け
、
雨
水
に
頼
っ
た
不

安
定
な
農
業
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。

　
そ
う
し
た
中
、
昭
和
四
十
六
年
の
三
月
か
ら
九
月
に
か

け
て
、
八
重
山
地
方
は
連
続
干
天
日
数
が
一
九
一
日
に
も

及
ぶ
記
録
的
な
干
ば
つ
に
見
舞
わ
れ
、
大
型
台
風
の
襲
来

も
あ
っ
て
、
石
垣
島
の
農
業
は
作
物
が
全
滅
す
る
と
い
う

稀
に
み
る
被
害
を
受
け
た
。同
年
九
月
の
地
元
紙
に
は「
今

日
干
害
対
策
総
決
起
大
会
」、「
枯
キ
ビ
に
火
を
つ
け
る
」

な
ど
と
い
う
見
出
し
が
見
ら
れ
、
被
害
の
甚
大
さ
、
深
刻

さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
こ
の
干
ば
つ
の
最
中
、
農
林
省
農

地
局
の
石
垣
島
農
業
開
発
調
査
団
が
来
島
し
、
宮
良
川
・

名
蔵
川
流
域
灌
漑
計
画
が
ま
と
め
ら
れ
た
。

　
昭
和
四
十
七
年
五
月
の
沖
縄
本
土
復
帰
と
と
も
に
沖
縄

総
合
事
務
局
石
垣
島
農
業
開
発
調
査
事
務
所
が
設
立
さ
れ
、

国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
と
し
て
本
格
的
な
調
査
が
開
始

さ
れ
た
。
そ
し
て
、
事
業
計
画
の
策
定
、
全
体
実
施
設
計

を
経
て
、
昭
和
五
十
年
に
宮
良
川
地
区
が
、
同
五
十
七
年

に
名
蔵
川
地
区
が
着
工
し
た
。

名
蔵
川
地
区
の
計
画
概
要
と
実
施
の
経
緯

　
本
事
業
は
、
名
蔵
川
の
支
流
に
名
蔵
ダ
ム
を
建
設
す
る

と
と
も
に
、
名
蔵
頭
首
工
ほ
か
の
用
排
水
施
設
を
新
設
す

る
こ
と
に
よ
り
農
業
用
水
の
安
定
供
給
を
図
り
、
併
せ
て

県
営
等
の
関
連
事
業
に
よ
り
末
端
の
灌
漑
施
設
と
ほ
場
整

備
を
実
施
し
、
農
地
の
集
団
化
、
灌
漑
農
業
及
び
大
規
模

機
械
化
農
業
の
促
進
、
そ
し
て
農
業
経
営
の
安
定
と
地
域

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
七
五
七
ha

の
農
地
（
水
田
一
一
三
ha
、
普
通
畑
六
一
四
ha
、
果
樹
園

三
〇
ha
）
を
受
益
と
し
て
、
国
営
事
業
は
昭
和
五
十
七
年

か
ら
平
成
十
年
に
か
け
て
、
事
業
費
二
六
〇
億
円
を
投
じ

て
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
主
要
工
事
は
名
蔵
ダ
ム
、
名
蔵
頭

首
工
、
揚
水
機
場
（
二
ヶ
所
）、
用
水
路
（
十
五
㎞
）、
配

水
池
（
二
ヶ
所
）、
排
水
路
（
三
路
線
）
で
あ
る
。

　
国
営
事
業
は
昭
和
五
十
八
年
に
名
蔵
ダ
ム
付
替
道
路

工
事
を
開
始
し
、
平
成
三
年
二
月
に
ダ
ム
本
体
工
事
に
着

手
し
た
。
そ
の
後
、
名
蔵
ダ
ム
は
平
成
四
～
八
年
に
盛
立

て
を
行
い
、
湛
水
試
験
を
経
て
十
一
年
一
月
に
完
成
し

た
。
こ
の
間
、
頭
首
工
ほ
か
の
揚
水
機
場
や
用
排
水
路
な

ど
も
順
次
完
成
し
、
十
一
年
三
月
に
国
営
事
業
が
完
了
し

た
。
そ
し
て
翌
月
に
ダ
ム
と
頭
首
工
は
沖
縄
県
に
管
理
委

託
、
そ
の
他
の
施
設
は
名
蔵
川
土
地
改
良
区
に
管
理
委
託

　

国
営
土
地
改
良
事
業
へ
の
思
い

石
垣
島
土
地
改
良
区
理
事
長

中
山

　義
隆

　
石
垣
島
の
農
業
は
、
さ
と
う
き
び
、
パ
イ
ン
ア
ッ
プ
ル
、
水

稲
等
の
様
々
な
作
物
が
作
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
本
土

復
帰
直
後
ま
で
は
ダ
ム
等
の
施
設
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
干
ば
つ

等
の
影
響
を
受
け
や
す
い
農
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
本
土
復
帰
後
、「
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
」
に
よ
り
整
備

さ
れ
た
、
底
原
ダ
ム
、
名
蔵
ダ
ム
の
農
業
用
水
を
安
定
的
に
利

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
基
幹
作
物
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
、
畜
産
飼
料

の
牧
草
の
増
収
や
品
質
の
向
上
、
営
農
労
力
の
軽
減
、
収
益
性

の
高
い
作
物
の
導
入
等
の
効
果
が
発
現
し
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
石
垣
島
の
北
部
や
西
部
に
は
水
源
が
未
整

備
で
、
未
だ
に
干
ば
つ
等
の
影
響
を
受
け
や
す
い
地
域
が
あ
る

一
方
で
、
空
港
等
の
整
備
に
よ
り
農
地
面
積
が
減
少
し
て
い
る

地
域
も
存
在
す
る
な
ど
、
石
垣
島
全
体
の
水
需
要
に
変
化
が
生

じ
る
と
と
も
に
、
前
歴
事
業
で
整
備
し
た
施
設
も
建
設
か
ら
相

当
の
年
月
が
経
ち
、
老
朽
化
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

新
た
に
「
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
」
を
実
施
し
課
題
解
決
に

取
り
組
ん
で
頂
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
近
年
の
石
垣
島
で
は
、
子
牛
価
格
の
上
昇
、
石
垣
牛
ブ
ラ
ン

ド
の
定
着
、
入
域
観
光
客
の
増
加
に
よ
る
地
元
農
産
物
の
地
産

地
消
の
推
進
、
若
手
担
い
手
農
家
に
よ
る
、
高
収
益
作
物
の
栽

培
等
、
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
石
垣
島
の
農
業
の
振
興
が
図
ら
れ
ま
す
よ
う
、
関

係
機
関
各
位
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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量
が
大
幅
に
増
加
し
、
石
垣
牛
を
通
じ
て
観
光
産
業
に
も

大
き
な
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
。
加
え
て
、
マ
ン
ゴ
等
の

付
加
価
値
の
高
い
熱
帯
果
樹
の
進
展
は
、
石
垣
ブ
ラ
ン
ド

を
確
立
し
、
観
光
や
ゆ
う
パ
ッ
ク
に
よ
る
全
国
発
送
等
を

通
じ
て
農
業
経
営
の
安
定
と
地
域
の
活
性
化
を
も
た
ら
し
、

地
元
農
産
物
を
利
用
し
た
六
次
産
業
へ
の
取
組
み
や
直
売

所
の
設
置
は
新
た
な
雇
用
の
創
出
に
寄
与
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
整
備
さ
れ
た
名
蔵
ダ
ム
等
の
水
利
施
設
や
農
道

は
、
火
災
等
の
緊
急
時
用
水
の
確
保
、
通
勤
・
通
学
の
便

等
地
域
住
民
の
安
全
・
安
心
、
生
活
利
便
性
の
面
か
ら
も

高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
農
業
用
ダ
ム
が
持
つ
役
割
へ
の
一
般
市
民

の
理
解
を
深
め
、
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
、

地
元
で
は
「
石
垣
島
ダ
ム
ま
つ
り
」
や
ダ
ム
カ
ー
ド
配
布

の
取
り
組
み
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
石
垣
島
農
業
と
基
盤
整
備

　
名
蔵
ダ
ム
の
恵
み
が
大
き
く
広
が
る
中
で
、
石
垣
島
農

業
は
将
来
に
向
け
て
の
課
題
も
抱
え
て
い
る
。

　
沖
縄
県
は
八
重
山
圏
域
の
農
業
に
つ
い
て
、
品
目
の
選

択
と
集
中
に
よ
る
拠
点
産
地
を
形
成
し
て
生
産
振
興
を
推

進
し
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
、
パ
イ
ン
ア
ッ
プ
ル
、
水
稲
な
ど
に

つ
い
て
は
生
産
性
と
品
質
の
向
上
に
努
め
、
肉
用
牛
、
野

菜
、
花
き
、
果
樹
に
つ
い
て
は
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
観
光
リ
ゾ
ー
ト
地
域
と
し
て

の
特
性
を
活
か
し
、
観
光
施
設
へ
の
供
給
等
域
内
の
需
要

に
対
応
し
た
野
菜
、
熱
帯
果
樹
等
の
生
産
拡
大
に
努
め
、

地
産
地
消
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
体
験
・
滞
在
型
の

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
促
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
灌
漑
施
設
や
区
画
整
理
等
の
生
産
基
盤
の
整
備

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
既
存
施
設
の
再
編
・
更
新
を
図

り
農
業
用
水
の
有
効
利
用
を
促
進
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　
石
垣
市
は
、
県
の
計
画
を
踏
ま
え
つ
つ
、
付
加
価
値
の

高
い
農
産
品
の
生
産
や
肉
用
牛
の
生
産
拡
充
、
観
光
・
リ

ゾ
ー
ト
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
農
業
の
生
産
性
向

上
、
生
産
規
模
の
拡
大
を
図
る
。
そ
し
て
新
た
な
水
需
要

に
対
応
す
る
た
め
農
業
用
水
の
再
編
整
備
を
進
め
、
生
産

基
盤
の
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
石
垣
島
で
は
、
名
蔵
川
地
区
や
隣
接
の
宮
良
川
地
区
が

完
了
し
た
後
、
前
述
の
と
お
り
栽
培
作
物
の
多
様
化
や
新

石
垣
空
港
の
整
備
等
に
よ
る
農
地
面
積
の
減
少
が
あ
る
一

方
で
、
北
部
・
西
部
で
は
水
源
施
設
が
未
整
備
で
干
ば
つ

の
影
響
を
受
け
や
す
い
地
域
が
あ
り
、
島
全
体
の
水
需
要

が
変
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
整
備
さ
れ
た
農
業
水
利
施
設

は
経
年
変
化
に
よ
り
取
水
ゲ
ー
ト
や
管
水
路
の
腐
食
が
進

み
、
農
業
用
水
の
安
定
供
給
に
支
障
が
生
じ
て
き
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
対
応
し
て
、
農
業
水
利
施
設
の
整

備
及
び
用
水
利
用
の
合
理
化
を
行
い
、
併
せ
て
ほ
場
整
備

や
末
端
施
設
等
の
整
備
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
優
良
農
地

の
確
保
と
農
業
用
水
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、
平
成

二
十
六
年
度
に
国
営
石
垣
島
農
業
水
利
事
業
が
着
工
し
た
。

　
こ
の
事
業
で
は
底
原
・
真
栄
里
ダ
ム
の
農
業
用
水
を
名

蔵
・
大
浦
ダ
ム
に
補
給
す
る
「
ダ
ム
間
送
水
」
を
行
っ
て
、

北
部
・
西
部
の
水
源
未
整
備
地
域
へ
農
業
用
水
を
供
給
す

る
こ
と
と
し
て
揚
水
機
場
や
用
水
路
の
新
設
・
改
修
を
行

う
ほ
か
、
こ
れ
ら
ダ
ム
や
頭
首
工
の
ゲ
ー
ト
等
の
改
修
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
既
存
施
設

に
係
る
維
持
管
理
費
の
低
減
の
ほ
か
、
農
業
生
産
量
の
増

加
、
営
農
労
力
の
節
減
、
高
収
益
作
物
の
導
入
等
農
業
生

産
性
の
一
層
の
向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
名
蔵
ダ
ム
を
始
め
と
す
る
ダ
ム
の
恵
み
が
、
灌
漑
農
業

と
し
て
島
内
全
域
に
及
び
、
地
域
特
性
を
活
か
し
た
多
様

で
高
収
益
の
農
業
が
展
開
さ
れ
、
地
域
の
一
層
の
発
展
と

賑
わ
い
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

　
結
び
に
、
本
稿
の
執
筆
に
当
た
り
、
貴
重
な
資
料
や
写

真
等
を
提
供
い
た
だ
い
た
石
垣
島
農
業
水
利
事
業
所
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
者
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
。

参
考
・
引
用
文
献

・
国
営
名
蔵
川
農
業
水
利
事
業
誌
（
平
成
十
一
年
三
月
沖
縄
総
合
事
務
局
）

・
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
「
名
蔵
川
地
区
」
評
価
基
礎
資
料
（
平
成
十
七

年
八
月
沖
縄
総
合
事
務
局
）

・
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
石
垣
島
地
区
概
要
書
（
平
成
二
十
七
年
四
月
石

垣
島
農
業
水
利
事
業
所
）

・
沖
縄
二
十
一
世
紀
農
林
水
産
業
振
興
計
画
（
平
成
二
十
五
年
三
月
沖
縄
県

農
林
水
産
部
）

・
平
成
二
十
八
年
度
事
業
概
要
（
沖
縄
県
八
重
山
農
林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー

農
林
水
産
整
備
課
）

・
第
四
次
石
垣
市
総
合
計
画
・
前
期
基
本
計
画
（
平
成
二
十
四
～
二
十
八
年

度
石
垣
市
）

・
統
計
い
し
が
き
平
成
二
十
七
年
度
（
石
垣
市
）

利
用
し
て
開
発
し
た
コ
ア
表
面
水
除
去
装
置
を
走
行
さ
せ

て
乾
燥
の
促
進
を
図
っ
た
こ
と
、
フ
ィ
ル
タ
ー
材
の
盛
立

を
効
率
的
に
行
う
た
め
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ャ
ー

を
改
良
し
、
双
方
向
自
動
追
尾
光
通
信
装
置
を
搭
載
し
た

フ
ィ
ル
タ
ー
材
自
動
撒
き
出
し
機
を
導
入
し
た
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
名
蔵
湾
に
群
生
す
る
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

林
に
考
慮
し
て
、
二
種
類
の
方
式
（
凝
集
沈
殿
方
式
と
機

械
処
理
方
式
）
で
濁
水
処
理
対
策
を
実
施
し
た
。

名
蔵
ダ
ム
の
恵
み
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら

名
蔵
ダ
ム
の
恵
み

　
国
営
・
名
蔵
川
地
区
と
そ
の
関
連
事
業
に
よ
り
、
ダ
ム

を
水
源
と
し
た
農
業
用
水
を
安
定
的
に
利
用
し
、
計
画
的

効
率
的
な
農
業
生
産
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
亜
熱
帯
の
特
性
を
活
か
し
た
多
様
で
、

生
産
性
の
高
い
農
業
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ま
さ
に
、
昭
和
四
十
六
年
の
大
干

ば
つ
を
契
機
と
し
て
「
八
重
山
の
農
業
発
展

は
農
業
用
水
の
確
保
か
ら
」
を
合
言
葉
に
し

て
始
ま
っ
た
事
業
に
よ
り
、
雨
頼
り
の
天
水

農
業
は
水
を
自
由
に
使
え
る
灌
漑
農
業
に
生

ま
れ
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
水
稲
は
一
月
末
か
ら
田
植
え
が
始
ま
る
超

早
場
米
が
県
内
外
か
ら
人
気
を
得
て
お
り
、

サ
ト
ウ
キ
ビ
は
収
量
が
大
幅
に
増
加
し
生
産

性
が
向
上
し
て
い
る
。
ま
た
、
牧
草
は
年
間

の
採
草
回
数
が
増
え
単
収
増
と
併
せ
て
収
穫

　

名
蔵
ダ
ム
建
設
工
事
の
思
い
出

フ
ジ
タ
道
路
㈱
顧
問

（
元
㈱
フ
ジ
タ 

名
蔵
ダ
ム
建
設
工
事
現
場
代
理
人
）

　倉
谷

　勝
敏

　
名
蔵
ダ
ム
本
体
建
設
工
事
に
着
手

し
た
の
は
、
平
成
三
年
二
月
で
あ
っ

た
。

　
私
は
、
第
一
期
工
事
半
ば
の
平
成

五
年
一
月
か
ら
第
二
期
工
事
完
了
ま

で
の
約
三
年
間
を
現
場
代
理
人
と
し

て
、
日
本
最
西
端
の
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル

ダ
ム
の
建
設
工
事
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　
石
垣
島
は
、
高
温
・
多
湿
の
亜
熱

帯
性
気
候
で
す
。
冬
季
の
曇
天
と
夏

季
の
台
風
に
伴
う
集
中
豪
雨
の
た
め
、

盛
立
日
数
は
か
な
り
制
限
さ
れ
ま
し

た
。

　
ダ
ム
サ
イ
ト
の
地
質
は
、
第
三
紀

花
崗
岩
類
を
覆
う
第
四
紀
洪
積
層
で
、

陸
成
の
半
透
水
性
の
名
蔵
砂
礫
層
と

海
成
の
ブ
ネ
ラ
粘
土
層
に
分
類
さ
れ
、

遮
水
ゾ
ー
ン
基
礎
の
均
一
化
を
図
る

た
め
、
名
蔵
層
を
対
象
に
コ
ア
底
面

浸
透
対
策
工
の
グ
ラ
ウ
チ
ン
グ
を
施

し
た
。

　
コ
ア
土
取
場
材
の
自
然
含
水
比
は
、

湿
潤
側
で
あ
っ
た
た
め
、
ス
ト
ッ
ク

パ
イ
ル
で
原
石
山
D
級
材
料
と
ブ
レ

ン
ド
し
、
含
水
比
の
調
整
を
図
っ
た
。

　
ロ
ッ
ク
材
の
原
石
山
は
花
崗
岩
が

主
体
で
、
花
崗
岩
特
有
の
深
層
風
化

が
進
行
し
、
D
級
か
ら
C
H
級
ま
で

広
範
囲
に
分
布
し
、
選
別
採
取
に
苦

心
し
た
。

　
フ
ィ
ル
タ
ー
材
は
島
内
に
所
定
の

品
質
を
満
足
す
る
材
料
が
見
当
た
ら

な
か
っ
た
た
め
、
中
国
か
ら
川
砂
を

購
入
し
た
。
因
み
に
石
垣
島
か
ら
福

州
と
沖
縄
本
島
と
は
ほ
ぼ
同
距
離
で

あ
る
。

　
こ
の
地
域
特
有
の
課
題
を
解
決
す

る
為
、
合
理
化
施
工
技
術
を
開
発
し

た
。

　
突
発
的
な
降
雨
後
の
盛
立
再
開
を

促
進
す
る
為
、
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
を

改
良
し
た
コ
ア
表
面
水
除
去
装
置
を

導
入
し
た
。ま
た
、購
入
フ
ィ
ル
タ
ー

材
の
ロ
ス
率
の
低
減
と
測
量
の
省
力

化
を
目
的
に
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
フ
ィ

ニ
ッ
シ
ャ
を
改
良
し
、
双
方
向
自
動

追
尾
光
通
信
装
置
を
搭
載
し
た
フ
ィ

ル
タ
ー
材
自
動
撒
き
出
し
機
を
開

発
・
導
入
し
た
。

　
今
で
も
八
重
山
列
島
の
自
然
に
魅

せ
ら
れ
、
毎
年
の
よ
う
に
石
垣
島
を

訪
れ
て
い
ま
す
。
築
二
〇
年
を
経
過

し
て
、
自
然
に
調
和
し
た
名
蔵
ダ
ム

と
そ
の
下
流
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
が

群
生
す
る
名
蔵
湾
の
変
わ
ら
ぬ
自
然

を
眺
め
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

サトウキビの収穫と稼働中の製糖工場

石垣牛ブランドを支える牧草地

田植えが進む名蔵湾沿いの水田

47土地改良　298号　2017.7 ●



量
が
大
幅
に
増
加
し
、
石
垣
牛
を
通
じ
て
観
光
産
業
に
も

大
き
な
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
。
加
え
て
、
マ
ン
ゴ
等
の

付
加
価
値
の
高
い
熱
帯
果
樹
の
進
展
は
、
石
垣
ブ
ラ
ン
ド

を
確
立
し
、
観
光
や
ゆ
う
パ
ッ
ク
に
よ
る
全
国
発
送
等
を

通
じ
て
農
業
経
営
の
安
定
と
地
域
の
活
性
化
を
も
た
ら
し
、

地
元
農
産
物
を
利
用
し
た
六
次
産
業
へ
の
取
組
み
や
直
売

所
の
設
置
は
新
た
な
雇
用
の
創
出
に
寄
与
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
整
備
さ
れ
た
名
蔵
ダ
ム
等
の
水
利
施
設
や
農
道

は
、
火
災
等
の
緊
急
時
用
水
の
確
保
、
通
勤
・
通
学
の
便

等
地
域
住
民
の
安
全
・
安
心
、
生
活
利
便
性
の
面
か
ら
も

高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
農
業
用
ダ
ム
が
持
つ
役
割
へ
の
一
般
市
民

の
理
解
を
深
め
、
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
、

地
元
で
は
「
石
垣
島
ダ
ム
ま
つ
り
」
や
ダ
ム
カ
ー
ド
配
布

の
取
り
組
み
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
石
垣
島
農
業
と
基
盤
整
備

　
名
蔵
ダ
ム
の
恵
み
が
大
き
く
広
が
る
中
で
、
石
垣
島
農

業
は
将
来
に
向
け
て
の
課
題
も
抱
え
て
い
る
。

　
沖
縄
県
は
八
重
山
圏
域
の
農
業
に
つ
い
て
、
品
目
の
選

択
と
集
中
に
よ
る
拠
点
産
地
を
形
成
し
て
生
産
振
興
を
推

進
し
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
、
パ
イ
ン
ア
ッ
プ
ル
、
水
稲
な
ど
に

つ
い
て
は
生
産
性
と
品
質
の
向
上
に
努
め
、
肉
用
牛
、
野

菜
、
花
き
、
果
樹
に
つ
い
て
は
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
観
光
リ
ゾ
ー
ト
地
域
と
し
て

の
特
性
を
活
か
し
、
観
光
施
設
へ
の
供
給
等
域
内
の
需
要

に
対
応
し
た
野
菜
、
熱
帯
果
樹
等
の
生
産
拡
大
に
努
め
、

地
産
地
消
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
体
験
・
滞
在
型
の

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
促
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
灌
漑
施
設
や
区
画
整
理
等
の
生
産
基
盤
の
整
備

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
既
存
施
設
の
再
編
・
更
新
を
図

り
農
業
用
水
の
有
効
利
用
を
促
進
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　
石
垣
市
は
、
県
の
計
画
を
踏
ま
え
つ
つ
、
付
加
価
値
の

高
い
農
産
品
の
生
産
や
肉
用
牛
の
生
産
拡
充
、
観
光
・
リ

ゾ
ー
ト
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
農
業
の
生
産
性
向

上
、
生
産
規
模
の
拡
大
を
図
る
。
そ
し
て
新
た
な
水
需
要

に
対
応
す
る
た
め
農
業
用
水
の
再
編
整
備
を
進
め
、
生
産

基
盤
の
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
石
垣
島
で
は
、
名
蔵
川
地
区
や
隣
接
の
宮
良
川
地
区
が

完
了
し
た
後
、
前
述
の
と
お
り
栽
培
作
物
の
多
様
化
や
新

石
垣
空
港
の
整
備
等
に
よ
る
農
地
面
積
の
減
少
が
あ
る
一

方
で
、
北
部
・
西
部
で
は
水
源
施
設
が
未
整
備
で
干
ば
つ

の
影
響
を
受
け
や
す
い
地
域
が
あ
り
、
島
全
体
の
水
需
要

が
変
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
整
備
さ
れ
た
農
業
水
利
施
設

は
経
年
変
化
に
よ
り
取
水
ゲ
ー
ト
や
管
水
路
の
腐
食
が
進

み
、
農
業
用
水
の
安
定
供
給
に
支
障
が
生
じ
て
き
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
対
応
し
て
、
農
業
水
利
施
設
の
整

備
及
び
用
水
利
用
の
合
理
化
を
行
い
、
併
せ
て
ほ
場
整
備

や
末
端
施
設
等
の
整
備
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
優
良
農
地

の
確
保
と
農
業
用
水
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、
平
成

二
十
六
年
度
に
国
営
石
垣
島
農
業
水
利
事
業
が
着
工
し
た
。

　
こ
の
事
業
で
は
底
原
・
真
栄
里
ダ
ム
の
農
業
用
水
を
名

蔵
・
大
浦
ダ
ム
に
補
給
す
る
「
ダ
ム
間
送
水
」
を
行
っ
て
、

北
部
・
西
部
の
水
源
未
整
備
地
域
へ
農
業
用
水
を
供
給
す

る
こ
と
と
し
て
揚
水
機
場
や
用
水
路
の
新
設
・
改
修
を
行

う
ほ
か
、
こ
れ
ら
ダ
ム
や
頭
首
工
の
ゲ
ー
ト
等
の
改
修
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
既
存
施
設

に
係
る
維
持
管
理
費
の
低
減
の
ほ
か
、
農
業
生
産
量
の
増

加
、
営
農
労
力
の
節
減
、
高
収
益
作
物
の
導
入
等
農
業
生

産
性
の
一
層
の
向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
名
蔵
ダ
ム
を
始
め
と
す
る
ダ
ム
の
恵
み
が
、
灌
漑
農
業

と
し
て
島
内
全
域
に
及
び
、
地
域
特
性
を
活
か
し
た
多
様

で
高
収
益
の
農
業
が
展
開
さ
れ
、
地
域
の
一
層
の
発
展
と

賑
わ
い
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

　
結
び
に
、
本
稿
の
執
筆
に
当
た
り
、
貴
重
な
資
料
や
写

真
等
を
提
供
い
た
だ
い
た
石
垣
島
農
業
水
利
事
業
所
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
者
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
。

参
考
・
引
用
文
献

・
国
営
名
蔵
川
農
業
水
利
事
業
誌
（
平
成
十
一
年
三
月
沖
縄
総
合
事
務
局
）

・
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
「
名
蔵
川
地
区
」
評
価
基
礎
資
料
（
平
成
十
七

年
八
月
沖
縄
総
合
事
務
局
）

・
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
石
垣
島
地
区
概
要
書
（
平
成
二
十
七
年
四
月
石

垣
島
農
業
水
利
事
業
所
）

・
沖
縄
二
十
一
世
紀
農
林
水
産
業
振
興
計
画
（
平
成
二
十
五
年
三
月
沖
縄
県

農
林
水
産
部
）

・
平
成
二
十
八
年
度
事
業
概
要
（
沖
縄
県
八
重
山
農
林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー

農
林
水
産
整
備
課
）

・
第
四
次
石
垣
市
総
合
計
画
・
前
期
基
本
計
画
（
平
成
二
十
四
～
二
十
八
年

度
石
垣
市
）

・
統
計
い
し
が
き
平
成
二
十
七
年
度
（
石
垣
市
）

利
用
し
て
開
発
し
た
コ
ア
表
面
水
除
去
装
置
を
走
行
さ
せ

て
乾
燥
の
促
進
を
図
っ
た
こ
と
、
フ
ィ
ル
タ
ー
材
の
盛
立

を
効
率
的
に
行
う
た
め
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ャ
ー

を
改
良
し
、
双
方
向
自
動
追
尾
光
通
信
装
置
を
搭
載
し
た

フ
ィ
ル
タ
ー
材
自
動
撒
き
出
し
機
を
導
入
し
た
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
名
蔵
湾
に
群
生
す
る
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

林
に
考
慮
し
て
、
二
種
類
の
方
式
（
凝
集
沈
殿
方
式
と
機

械
処
理
方
式
）
で
濁
水
処
理
対
策
を
実
施
し
た
。

名
蔵
ダ
ム
の
恵
み
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら

名
蔵
ダ
ム
の
恵
み

　
国
営
・
名
蔵
川
地
区
と
そ
の
関
連
事
業
に
よ
り
、
ダ
ム

を
水
源
と
し
た
農
業
用
水
を
安
定
的
に
利
用
し
、
計
画
的

効
率
的
な
農
業
生
産
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
亜
熱
帯
の
特
性
を
活
か
し
た
多
様
で
、

生
産
性
の
高
い
農
業
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ま
さ
に
、
昭
和
四
十
六
年
の
大
干

ば
つ
を
契
機
と
し
て
「
八
重
山
の
農
業
発
展

は
農
業
用
水
の
確
保
か
ら
」
を
合
言
葉
に
し

て
始
ま
っ
た
事
業
に
よ
り
、
雨
頼
り
の
天
水

農
業
は
水
を
自
由
に
使
え
る
灌
漑
農
業
に
生

ま
れ
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
水
稲
は
一
月
末
か
ら
田
植
え
が
始
ま
る
超

早
場
米
が
県
内
外
か
ら
人
気
を
得
て
お
り
、

サ
ト
ウ
キ
ビ
は
収
量
が
大
幅
に
増
加
し
生
産

性
が
向
上
し
て
い
る
。
ま
た
、
牧
草
は
年
間

の
採
草
回
数
が
増
え
単
収
増
と
併
せ
て
収
穫

　

名
蔵
ダ
ム
建
設
工
事
の
思
い
出

フ
ジ
タ
道
路
㈱
顧
問

（
元
㈱
フ
ジ
タ 

名
蔵
ダ
ム
建
設
工
事
現
場
代
理
人
）

　倉
谷

　勝
敏

　
名
蔵
ダ
ム
本
体
建
設
工
事
に
着
手

し
た
の
は
、
平
成
三
年
二
月
で
あ
っ

た
。

　
私
は
、
第
一
期
工
事
半
ば
の
平
成

五
年
一
月
か
ら
第
二
期
工
事
完
了
ま

で
の
約
三
年
間
を
現
場
代
理
人
と
し

て
、
日
本
最
西
端
の
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル

ダ
ム
の
建
設
工
事
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　
石
垣
島
は
、
高
温
・
多
湿
の
亜
熱

帯
性
気
候
で
す
。
冬
季
の
曇
天
と
夏

季
の
台
風
に
伴
う
集
中
豪
雨
の
た
め
、

盛
立
日
数
は
か
な
り
制
限
さ
れ
ま
し

た
。

　
ダ
ム
サ
イ
ト
の
地
質
は
、
第
三
紀

花
崗
岩
類
を
覆
う
第
四
紀
洪
積
層
で
、

陸
成
の
半
透
水
性
の
名
蔵
砂
礫
層
と

海
成
の
ブ
ネ
ラ
粘
土
層
に
分
類
さ
れ
、

遮
水
ゾ
ー
ン
基
礎
の
均
一
化
を
図
る

た
め
、
名
蔵
層
を
対
象
に
コ
ア
底
面

浸
透
対
策
工
の
グ
ラ
ウ
チ
ン
グ
を
施

し
た
。

　
コ
ア
土
取
場
材
の
自
然
含
水
比
は
、

湿
潤
側
で
あ
っ
た
た
め
、
ス
ト
ッ
ク

パ
イ
ル
で
原
石
山
D
級
材
料
と
ブ
レ

ン
ド
し
、
含
水
比
の
調
整
を
図
っ
た
。

　
ロ
ッ
ク
材
の
原
石
山
は
花
崗
岩
が

主
体
で
、
花
崗
岩
特
有
の
深
層
風
化

が
進
行
し
、
D
級
か
ら
C
H
級
ま
で

広
範
囲
に
分
布
し
、
選
別
採
取
に
苦

心
し
た
。

　
フ
ィ
ル
タ
ー
材
は
島
内
に
所
定
の

品
質
を
満
足
す
る
材
料
が
見
当
た
ら

な
か
っ
た
た
め
、
中
国
か
ら
川
砂
を

購
入
し
た
。
因
み
に
石
垣
島
か
ら
福

州
と
沖
縄
本
島
と
は
ほ
ぼ
同
距
離
で

あ
る
。

　
こ
の
地
域
特
有
の
課
題
を
解
決
す

る
為
、
合
理
化
施
工
技
術
を
開
発
し

た
。

　
突
発
的
な
降
雨
後
の
盛
立
再
開
を

促
進
す
る
為
、
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
を

改
良
し
た
コ
ア
表
面
水
除
去
装
置
を

導
入
し
た
。ま
た
、購
入
フ
ィ
ル
タ
ー

材
の
ロ
ス
率
の
低
減
と
測
量
の
省
力

化
を
目
的
に
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
フ
ィ

ニ
ッ
シ
ャ
を
改
良
し
、
双
方
向
自
動

追
尾
光
通
信
装
置
を
搭
載
し
た
フ
ィ

ル
タ
ー
材
自
動
撒
き
出
し
機
を
開

発
・
導
入
し
た
。

　
今
で
も
八
重
山
列
島
の
自
然
に
魅

せ
ら
れ
、
毎
年
の
よ
う
に
石
垣
島
を

訪
れ
て
い
ま
す
。
築
二
〇
年
を
経
過

し
て
、
自
然
に
調
和
し
た
名
蔵
ダ
ム

と
そ
の
下
流
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
が

群
生
す
る
名
蔵
湾
の
変
わ
ら
ぬ
自
然

を
眺
め
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

サトウキビの収穫と稼働中の製糖工場

石垣牛ブランドを支える牧草地

田植えが進む名蔵湾沿いの水田
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